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2021 年 立山 黒部 アル ペン ルー ト 
イイ 人 バン ト 日 程 ※※ 各 イベ ント の 内 容 、 期 間 に つ いて は 


空 更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


2021 立山 黒部 アル ペン ルー ト 全 線 開業 50 周 年 
[完全 再 現 ! 雪 の 大 谷 メ モリ アル ウォ ー フ 」 
ー 時 を 超 有 再び 出現 ! 問 近 に 迫る 婁 壁 を 体感 は よー 


[4 月 15 日 (本 ) 一 6 月 22 日 ( 災 )] 
呈 2B 回 を 迎え る 細 の 大 谷 イ ベン ト 以 外 に も アル ペン ルー ト 開 苑 50 周 年 イベ ント を 計画 中 ! 
吾 メ イン イベント 「 発 芋 再 現 ! 時 の 大 替 メ モリ アル ウォ ー ブ フ 」 
期間 :4 月 15 日 ( 木 ) 一 6 月 23 日 ( 炎 ) 「 
* 芸 場 : 立 山 軍 蛍 平 ・ 立 山 有 料 道路 [室堂 ター ミナ ル 」 一 「 大 答 」 の 500m 区 間 
* 内 四 : 補 来 区 間 と し て 室 紀 か ら 還 の 天谷 の 最高 地点 付近 まで の 道路 2 車線 算 人 保 し 、 
1 車 線 記 車道 、 も う 1 車 線 を 歩行 者 エリ ア と し て 開放 いた し ます 。 再 現 区 間 に は 
50 年 前 の 1 重 線 の 軍 の 大 谷 在 出 現さ せ 、 パ ス 乗 車 時 の 車窓 、 旧 行 者 エリ ア か ら 
電力 お 遍 を ご 計り た だ 人 克 す 、 
当 の 大 谷 ウ ォ ー ツ | - 
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面 の 未 替 (4 月 15 晶 6 月 22 昌 ) 穫 苗 (9 月 中 旬 頃 一 10 月 下旬 頃 ) 
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柚 高 1.000m 付 近 は 新緑 若 難 の 季節 で す が 、1.500m 以 上 は まだ 一 耐食 に お お われ た 
白銀 の 世界 で す 。 服 凌 は 着脱 し や すい セー ター に ズボン 、 ト レッ キン プシ ュー ズ が お す 
すめ 。 久 に よる 太陽 の 照り 返し が 強い の で 帽子 ・ サ ンプ ラス は 必 隅 品 で す 。 


富 党 (標高.450m) の 気 上 餅 デー ーー 立山 潜 部 買 光 調べ ) 
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[ 78% 68% 60% 70%|62% 188% 74% |I67%| 78%|74%|64%|68%|68%|69%|70%|68%|76% 「 f ーー 遇 0 青空 に 美しく 映え えま す 服装 は 保 湯 性 を 重 
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1 .1 * 豆 山 ] 
正 2 年 に 営業 を 開 毅 。 富 山県 | 名 配 を 昇 障 し ます 。 窟 か 旧 は 刻 化 
下 に 失望 が あり 、 立 | ). 宮山 黒 部 月 に 富ん だ 早 観 が 費 し め 還 すず 。 


や 者 湯 商 月 温 朱 下 で 直り ます 。 
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| 室 装 衣 平 間 の 高原 パ 
ス 区 間 は 、「 実 狗 平 」「 弥 
了 芝 ヶ 原 」 [私 (開設 時 の 
み ) 」 に て 閣 由 乗 隆 が で きま 
す 。 (た だ し 、 引 き 返す こと は 
で きま せん ) 


ョ 

ェ = 
内 
大 -- 


[ 員 喜 He ロ z] ' 洲 ' 


染 | 出 沢 愉 立山 」 間 は 、 肩 沢 駅 ま 
た は 立山 駅 で バウ チャ ー 有 を 
ー 括 し て 専用 乗車 葬 に お 引 埋 
換え の うえ 、 ご 利用 くだ さい 。 
(有効 目 数 当 | 換 日 より 5 日間 ) 
引換 場所 は | 販売 マニ ュ ア ル 
北 陣中 部 」 に そこ 村 認 くだ さい 。 




















本 山 三味 月 温 朱 
約 110 分 
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( 緊 忙 期 。 
アル ペンシル ニー ト 内 各駅 に は 、 荷 物 
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人員 11 引 ロロ 1.g () 還 山里 本 百 光 公 1 1 







昌 [室堂 一 大 衣 凡 ]10 分 
宣 峰 ・ 堆 山 功 す 下 重く で ざり 捕 け 、 
ty6MS 此 許 干 り 車 


日 本 で 黒 れる 唯一 の 
トロ リー バ ミ ユ で すず 。 







] [ 英 婦 平 放 150 
平和 配 24 席 Br 生 高 山 幕 (標高 1 000m) か 5 
山 (標高 号 QOm) の 天 自 拉 の 
恋 化 を 麻 し み な が ら 直 り ま す 。 
支 構 断 コー ス の み 利 用 


* 補 電 月 温泉 ] 








口 と な 需 立 山 朋 十 楠 断 コ ヨー ス の 器 利 用 
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' [ じっくり 自 鈴 を 味わう つ に は 最高 の 。 . 大 きい 器 の 
po an 前 で す 。 病 山 物 の 観 濃 や 散 Yeoo 
|_ 着脱 し や すい 征 算 滴 嘆 で 更 すず 。 服 装 は 陽 射 s。 よい 叫 の 
| 本 の し を 販 る た め 、 帽 子 は な る ぺ く フ 」 ハイヒール 
トー Me3< チ の 大 きい も の が よい で し ょ う 。 電 に は 禁物 
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消 講 た 上 電気 バス 上 東 Pennm イ ー 
car 。 





北陸 新幹線 まく た か 号 ・ あ さま 号 また は 中 央 線 を 利用 し て 
RB クー る で 





徒弟 の 特区 車 あず き 号 利用 の 場合 松本 駅 で の 人 中 下 束 が 可能 で す 。 
駅 の ま は 利 用 の 、 松 本 駅 一 信 周 大 町 駅 間 は 普通 列車 利用 と な り まず 。 


= 芋 m_- 
ーー 扇沢 
ホ 江 駅 また は 立山 駅 で バウ | 
『27678m チャ ー 券 を 一 括 し て 専用 』| 

















乗車 券 に お 引き 換え の う 』| | @ 入 松 本 駅 発 の 特 人 列車 あず 
日 より 5 (| EE 用 の 人 を で の 
日 日 より 5 日 回 二 | 当 | 隊 還 富山 地方 谷 道 

場所 は [販売 マニ ュ ア ドー 男 * 男 RT 


な り ま す 。 帯 吾 未 の 区 間 は 一 倒 で す 。 


ル 北陸 中 部 ] に て ご 確認 
くだ さい 。 

















_1.470m 45302 こ ーー 
= の" ーー りり 表 有 員 ナイ トウ ェ ア 

C 立 員 駅 美女 平 ・ 室 党 ・ 大 観 蜂 ・ 時 部 平 ・ 肩 沢 の 各駅 と | 還 間 まり 剛昌 だ 用 
選 黒部 ダム 周辺 で は 、 高 速 無線 LAN に よる | 扇沢 邊 be WE に 

hw 「 ご ター ネッ ト が 使用 で きま ます 。 ー | 路線 パス 明 2 人 0| ゆか た を に 8 シャ ワー 付 

所 要 時 間 ( 約 B 時 間 94 局 か た ご 用 意 ー あ り bw ワー 人 トイ レ あ り 

プー 日 時 間 ) ーーーーー し | = 当 有線 LAN あ り ene 

預り 所 また は コイ シン ロッカ ー が あり ます 。| マ ッ プ は 暗 図 で す 。 全 首 馬 生生 放 雪 =。。 上 | 6 テ 5 (無料 














E se し 入 の 員 埋 所 の ご 利用 と な り ま す 。 
キ ー コ 詳細 は 音 宿 泊 婚 設 に 寺 間 い 谷 わせ くだ さい 。 


記 | 沖 す べ て 、 予 約 時 の リク エス ト に より 承り ます 。 ご 希望 の お 客 様 は 人 
[ 関電 トン ネル ーー よ ] 「 員 に お お 申し つけ くだ さい 。 
時 部 ケー ブル カー 電 気 パス りお [ FT T 1 リ ウエ ネト メニ ュー は すべ て 無料 で す 。 ま の た め 吉 審 横 へ の 回 箸 は 













6y 地 纏 生 人 111 rm 「 ご 宿泊 当日 (ホテ ルフ ロー ト に て ) と な り 、 事 前 の 確認 圭 は で きま せ 
ーー ーー 拓 灯 ル ー ム 閑 旭 ルー ム PT TI ん の で 、 予 めど 了承 くだ きい 。 な お 上 現地 で の 取り 扱い は いた 
[と あり 鍛 煙 : 喫 糧 ル ー ム 計 予 約 の 都合 上 、 ご 希望 に 酒 え な い 場 合 も ご ざい ます の で 、 予 め ご 

が 選べ ます 了承 くだ さい 。 






(] 還 還 還 還 球 で の 飲 売 が 可能 で す 。 (1 還 還 証 ] ぴゅ う 商 品 ヒ セッ ト で お 申し 込み くだ さい 。 
人 沙 電車 個 M パ スー 。。。 ma。 (QRD00:00 チェ ッ ク イ ンー 時 天 
[所 要 時 間 は 目安 で す ] ダ 真 剖 朝 食 DO0:00 テ チェッ クア ウト 時 凍 
| 史 普通 車 指定 席 岬 | 普通 車 自由 席 - 二 王 新 軽 株 JR 株 エロ J 月 線 以 外 の 銚 道 





















人 幣 上 85 平 ]7 分 ||【 和 BR 平 上 部 間 15 分 | 和 品 アム ーー 対人 9 |R/ ょ 本 上 フリ ー 移 動 (お 客 様 仙 揚 パス な ど wwwr ケー ブル カー・ ロ ー プ ウェ イ な ど 
標高 工 BGOm、 区 長 1710m を | | 日赤 で 中 一 の 企 線 地下 を 走る | 東 沢 岳 の 真下 を 技 け る 間 電 トニ ヒネ 還 7 天 旋 天 風 冒 サ ウナ に 間 し て 、 付 記事 項 の な い 施 設 に つい て は 江 別 に な り ま す 。 
| わずか 7 分 で 昇 障 し ます 。 動く 殿 ー ツ ルカ ー で す 。 | ル を 県 部 到 ム まで 直り ます 。 3 」 - 音 駅 (バス 人 s) 一 水 テ ル 間 の 居 名 は 呈 間 に より 湊 れ な い 場 語 が あり 更 す の で 予め ご 了承 くだ きい 。 









| 困 双 や 呼ば れ て いま す 。 事 サ ービス の 内 容 は 宿泊 施設 に よっ て 異な り ま ます 。 
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@ 汗 人 北陸 新 各 あ ず き 有 









* 書 料 理 較 本 内 や 客室 内 の 清 押 男 従 員 の マス ク の 着用 画 消 災 液 の 設置 
















パイ キン グ (プッ フェ ) 室 は ご 弄 交 前 所 に 曽 お 宙 さ きま の ご 軍 内 を 行う 一 一 ヽ 痛 股 内 に て 州 軸 股 備 
きら (表示 の 区 間 ・ 金 額 は 一 例 で す ) 形式 の お 在 事 を セッ トメ 府 し た 情 拭 消 才 行っ て 伺 業 出 ・ ス タッ フ は マス | 。。- 還 | (アル コー ル 圭 ) を 用 還 
ニュ ー に すず る 埋 、 配 肝 いる 他 、 井 大 スペ ー ス や ろ 香 を 尊 用 し て いま す 。 ウ し て いま す 。 


ー 条 bee 
清 半 提供 スタ イル 直視 更 
し て いる 需 斉 が あり ます 。 


= エレ ペー 一 有 周 備 尊 ど 凡 
= 寧 其 的 に 滴 拭 中 起 症 待っ 
ーー も 1 重症 。 






深 中 下車 駅 付近 の 角 交 
Ke | を お 楽し みい た だ け ま す 。 


き fTMOKM ぜひ ご 利用 くだ さい 。 


キョ ニキ ーー ニニ デー ニモ モーm 下 還 古 還 還 還 還 環 還 后 生計 ーー キー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ = ニニ = ニニ = ニニ = ニー デニ = ニ = ニニ ョ ニニ == ニ = ニニ = モニ = ェ ニ ニョ 


上 記 取 り 組 みほ 鑑 社 主 仙 旅行 商品 に お ける 一 例 と な り 、 苔 施設 ご と に 感染 拡大 防止 対策 が 軸 な り ま す 。 
tt 












みく り が 聞い ュー の | 
ll 属 gg ル プス で 最も 美しい 火山 湖 と 
NN ! る 、 青 く 澄ん だ 神秘 の 湖 。 

En Ne ミナ ル か ら 歩 LN 約 因 0 
sl 20 の 前 誠 大 MAN le 生 | 
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定か が や き 号 は 自由 席 は ご 刊 用 いた だ け ま せみ え 。 

































し 北陸 新幹線 は く た か 号 ・ あ きま 号 長 特急 パス ボ 0 ご 宿泊 の お 客 さ ま 
ar ” 開 画 ” 野 臣 還 還 局所 
高 パス [間近 人 ル 芝 6 コ 
ッ フ が ご 内 * た し ます 。 予 約 下 柚 。 汐 荒 実 叶 は 中 止 ま た は 時 間 短 連 と 奄 る 場合 が ご ざい まず 。 


立川 作ら 線 バ ミス 所 前 。 | 


| 二 コ 特急 列車 間 提 コ 普通 列車 nm 


重 4715 一 6/30「 電 の 蛋 英 策 」 (1 天 DO 頃 か 曲 約 4 呈 超 ) 
商 原 バス 運行 状況 に よっ て は 中 止 と な る る 場合 が ご ざい ます 。 

専 5/15 一 7/1「 朝 の 雷鳥 ウォ ッ チ ング 」 (00 頃 か ら 約 75 分 、 前 泊 書 対 魚 ) 
※ 軍 島 目 繋 の 場 介 [ 雷 島 由 撃 証明 書 」 弾 行 。 

柚 7 バ イー11/2 ロ [室堂 高原 散策 」 (7 イーB/30 16:30 頃 か ら 約 BO 分 、10 イ ー15 16:15 頃 か らら 約 B0 守 、 
10/1 昌 一 11/ ほ 9 16:00 頃 か ら 約 0 起 ) 


















湖上 部 平 大 観 叶 ーー 富 間 本 2 ヶ 原 


求 テ ル 立 山 介 天 望 立山 難 代 














止 20:00 頃 ( 曰 に より 30:30 央 ) より 約 45 分 間 ・ 予 約 下 画 ) ボス ター ウォ ッ チ ング 寒 施 日 は 行い せん 。 
移 本 間 人 す 












室堂 また は 弥 陀 ヶ 本 各種 イ ベン ト =。。 各 
NE 9 AN お 客 欄 和 揚 ) な ど で お し みく な きい 、 室堂 また は 交 陀 ヶ 原 ⑳|。 


*4 高原 ュ 事 引 。 R ケー ー ブ ル カー *5 富 山地 方 鉄道 
上 美女 平 er 立山 て 
ボテ ル 立 山 実 望 立 山荘 


E 障 親 韓 線 Mu 
は く た か 号 ・ か が や き 号 
電鉄 富山 …… 写 山芋 人 東京 






中 チル スウ ロラ が 必 補 を 重 昌 に ご 案内 し ます 。 (ホテ ル 屋 上 ) 
殊 遇 で の 観 府 と な り 証 す 。 素 スタ ー ウ ォ ッ チー ヴ 軍 施 目 表 び 琴 天 僕 の 場合 ほ 行い ませ ん 。 





















本 * 1 ー 


山上 天 立 学 会 の 計 に よる 旨く 2000 央 (に 了 天 作 の 年 内 で スラ ィ ライ ド 衣 説 と な り ます 。 
析 5/15 PB、B/5*12、 了 /310 "1、/7*28、/4*11、10/2・6 


(4/16 一 1 1/4 要 時 則 














常 中 央 線 刺 用 ヨ ス で 松 玉 駅 次 爺 の 特 意 画 L』 F 』』 「] EE 回 層 質 い ) 
別 車 を 利用 の 場合 の み で す 。 そ の 場 音 、 宿泊 隊 日 の 朝 に 林 高 2. 320m の 大 語 論 有 (ポテ ル 立 山 よ り ト ロリ ー ー バ ス に で 約 10 分 ) より 
松本 ー 信 凡 大 町 間 は 普通 列車 の 普通 朝日 を 見 る プラ ン で す 。 

MM ※ 実 機 に より 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 





dE 計 》 は 上 記 Pi 


※ ヴ ルー プ 企 員 が 同一 の 爺 着 駅 ご 刊 用 と な り ま す 。 捜 数 駅 最 車 は で き 主 せん 。 ee cr 

圏 往復 北 陣 新幹線 利用 コー スネ の 場合 新宿 ・ 立 川 ・ 八 王手 駅 の 設定 は あり ませ ん 。 ーー 字 6 =: 邊 の 示 宰 一 

ん ルー ト で 往 叶 ョ ルー ト で 客 衣 が 中 実利 用 コー ー ス の 場合 、 大 宮 ・ 人 本 計時 和田 吉 伏 の 向 定 は あり ませ ん 。 ホテ ル 立 山 2 泊 3 日 コ スズ (P4) ご 宿泊 の お 客 さ ま 
3 復路 、B ル ー ト の 福 山 | 間 は ト 際 所 幹線 | か が 《1》 立山 駅 一 黒部 湖 間 果 降 自由 の 滞在 プリ ー パ ス 付 ! 国頭 還 

※A ル ー ト 長野 」 間 は | かがやき 号 ] は ご 利用 で きま せん 汰 宇山 駅 一 財部 湖 間 を 何 度 で 最 也 自由 で ご 刊 用 いた だ け ま す 。 


市 后 呈 議 者 訪 補 


に 計 か 。 革 呈 闘 状 碧 設 計 ゴ 縛 表 に ーー 革 と こ 宮 


沙 北 際 新 電 雪 で は 相 五 の 乗 細 ぎ は で 呈 『 宣 [[ 滞 ヲ リー パニ ミ | の 旭 け 取り に つ し て ] 当日 鞭 理 東 呈 [立山 駅 一 扇沢 駅 間 」 の 乗車 因 氷 子 ル ラ ロン トー ご 提示 し 
束 北 陣 新 幹線 [は く た か 号 」 の 停車 し な い 駅 を ご 利用 の 場合 、 高 央 駅 で 上 醒 新 幹線 と 北 陣 斬 幹 販 「 は く た か 号 ・ あ き 還 滞在 プリ ー パ ス 引 換 姜 を お お 届け 取り くだ さい 。 滞 在 プ リー パ ス 引 換 券 と 「 立 山 駅 一 肩 沢 駅 間 ] の 乗車 源 を 室堂 駅 
生 」 を 乗り 結い で くだ さい 。 こ の 場合 、 上 赴 新 幹線 は 自由 席 の ご 利用 と な り ま す 。 ま た 、 高 崎 駅 で は 改札 の 外 に 出る こと (立山 トロ リー バス ) の 出札 窓口 に て 提示 する と 乗 障 自由 「 潮 春 コ リー パ ユ 」 が 時 けけ 取れ ます 。 
9 人 LTV ト の 複 路 「 東 京 一 長野 」 間 は 、 停 車 する [あき 束 号 ]」 の ご 利用 と な り ます 。 「 滞 在 フ リー パス 」 を 届け 取ら れ て か ら 乗 降 自 由 と な り ます 。 
Bi に 限り あき ま 号 ] と 「 か が 了 や きき 号 ] を 乗り 栓 ぐことができます 。 こ の 場合 、 長 時 駅 で 改札 の 計 に 出る 
こと は で きま せん 。 《2) コー ヒー 券 ご 用 門 
場合 、 千 葉 爺 着 [あず き 号 もご 利用 いた だ け 還 す ( 道 加代 合 な し ) 。 中 岩 線 利用 コー スネ で 松本 和民 コー ヒー 券 は 宿 折 期 間 中 の お 1 人様 に つき 1 枚 ( 才 料 宿 折 者 の み ) 。 


y 特 旬 列 車 を ご 利用 の 場合 松本 一 信 漏 大 町 間 は 普 少 列車 利用 と な り ま す ( 当 小 学 ル フロ ント に て お 流し し ます 。 





『 リド gs 層 リ となり | 由 叶 . 還 Im 『 Ps 内 
1 別 Wi um 上 赴 。 還 田 届 加須 』 ョ ト 思 生還 ja 帳 ーー 


帯 1 千草 = 東京 間 は 半 場 東 利用 と な ます 。 等 うれ じい ポイ ント の ご 予約 お 問い 昔 わ せ は 宿泊 計上 回 志 まで に コロ ニッ ド に て 欄 付 いた し 東 すす 。 
帯 @… 千草 ・ 車 京 ・ 上 野 一 新宿 間 は 共通 列車 剤 用 どなり 語 す 。 (千草 馬 区 [あずき さ 号 」 刑 用 の 場 音 . 千 配 駅 を 隙 く ) 画 衣 策 : ご 来 潜 バス プラ ン ご 事 加 の 刻 は 、 服 走 * お 履き ぎ 物 に ご 貿 意 く だ さい 。 
准 引 … パス の 時 割 は 時 前 評 に て ご 確認 くだ さい 。 
事 引 … に bt 人 * ユ 区 間 は . [天狗 平 ]「 弥 陀 ヶ 原 」「 了 波 (開設 時 の み )」 に て 傍 中 乗 障 が で 直 ま す 。 (た だ し . 相 表 返 すす 
モコ 世 
吾 呈 "' 特 角 列車 ご 弄 用 の 場 音 、 特 急 騨 代 交 は お 客 欄外 担 た な り ま すず 。 
事 B' 東京 一 千草 立川 改 主 池 (中 央 旨 紐 由 ) 新宿 間 は 普通 列車 刊 用 と な ! り ます 。 


半生 





























に (EPR) 上 野 駅 ・ 新 宿駅 ・ 立 川 駅 * 改 王子 駅 差額 を な し 夫 宮 駅 1.800(B00) 円 引 本 普 過 .400(1.200) 円 引 
時 半 入 億 ) _/ 素 庄 早稲 田 駅 800(1.400) 円 引 高崎 駅 4000(2.000) 円 引 手 葉 駅 BOO(400) 円 増 
症 
も * 
場 
含 。 介 人 往 BJR コ ー ス 刀 択 涼 。 お と な ( こ ど る ) 1 名 様 _ 
も 昌也 間宮 ( 諸 道 あたり 村 に 【 
電 北 央 新幹線 は く た か 号 ・ ・ あ きま 号 利 用 コー ス 工 額 な し 1 | 1 | 北陸 新幹線 は く た か 号 ・ あさ ま 号 利用 コー ス 差額 な し 
難 特急 列車 ( 信 記 大 町 駅 直通 ) 利 用 コー ス = 800 円 引 (400 円 引 ) | 1 拓 中 2 特急 列車 (恒温 大 町 駅 直通 ) 利用 コー ヌメ 800 円 引 (400 円 引 ) 
の 3 | 特 旬 列 車 (松本 駅) 利用 コー ヌ ( 束 松本 駅 より 普通 列車 利用 ) 800 円 引 (400 円 中 ) 3 | 特 多 列 車 ( 検 本 駅 ) 刊 用 コー ス ( 氷 松 字 駅 まで 普通 列車 利用 ) _800 円 引 (400 円 引 ) 
内 |5 | 菓 駅 革 着 。 人 あす は 和 (0 用 コース 本 駅 より 普通 列車 利用 ) | 80Q 円 引 (400 円 引 ) | 4 | 千葉 駅 発着 特急 あず き 号 (松本 駅 ) 利用 コー ス ( 水 松本 駅 まで 普通 列車 利用 ) | 800 円 引 (400 円 引 ) 
8 @ の Yaso 必 が 3 @ > 必須 択 差 富 。 お と な (こども ) ] 名 欄 
句 選 所 才 家 (月 美 たり 中 2 肌 選択 人 区 本 片道 だ たり 
ま | 往 史 新幹線 利用 】[1! の 場合 雪野 一 過 沢 ( 特 旋 バス) ー ニ ューーー ュ ー コ 、 開 捉 な し 【 複 略 新幹線 利用 】 の 場合 GG 崩 沢 一 長野 (特急 バス) 。 | 7 
ん 待 路 中 央 株 利用 】 記 一 [5] の 場合 中 信濃 大 町 一 扇沢 (路線 バス ) 5 | 1.600 円 引 (800 円 引 ) | [| 復路 中 央 線 利用 】 回 一 引 の 場合 扇沢 一 信濃 大 町 ( 路 想 パ ス ) 1.60Q 円 引 (800 円 引 ) 


=ーー ニ ーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー テー ツ 9 ぉ = 二 ーーーー ーー ーーー ツーwーwwーwーwーwー ーーーーーーーwーwーwーw…ー mwーwーwー ーー 一 一 = ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー = ーーー ー 一 





[ 誠 M 回 外 手 仕舞 後 の 手配 は 、 宿泊 施設 に TEL 予 約 後 、 手配 生 録 発券 。 [ 遍 i に 記 記 行程 案内 書 に 引換 券 が つい て いま す 。 お 客 様 に 必 ず お 流し くだ さい 。 
且 弾 国電 叶 北 陣 新 幹線 利用 (東京 一 長野 間 ) の 場合 と 中 央 線 利 用 (新宿 一 信濃 夫 町 間 ) の 場合 は 、 必 須 選 択 の 

選択 内 容 が 異な り ま す 。 上 記 記 載 の JR コー ス 現 択 と 必須 選択 の 組み 合わ せ で 入力 し て くだ さい 。 

( 倒 : 東 京 長 野 の 場合 長野 一 扇沢 の 特急 パス と な り 証 す 。) 





ホテ ルル 立山 吉 国 民 應 きき 天 望 立山 蘭 人 穫 の ホテ ル に 泊まる 2 


IS の E ヨ kbl レ we 


」 冬 日 三 山 | 雄山 IE 別 山 」 に 抱か れ た 標高 2.450m の 室堂 「 
みく り が 池 な どの 人 気 ス ポッ ト BB B 作 首 も 整備 され て いる た め 
食 抽 者 の トビ. 9 App て つけ 。 その 景観 は \ ま ご に 絶 昧 8 


ーー 人 だ ・ 
モデ ルコ ー ズ ス 
5 [ 卓 M デ ョ 」 皿 ー : に 
ーー テテ に ーー 
・ 大 ーー ーー 


REa ッ 
RT 上 還 鳥 沢 往 復 コ ー 
rw 上 jj/ 2.4km 回 区 
Be 「 PS - で |< 約 2 時 間 30 分 > 
og 0 ん どう ゆー の ー ー の ーー 
ーー ュー 3 ( 地 導 和民 台 )。( に KJ こい 
証書 介 計 みく り が 池 往復 コー ス 1208 誠 し JO mo 
還 還 約 600m< 約 30 分 > 訪 宮 II ーー oe 
| 0-@-⑨-@ー⑩ | 」 AM み ど D が 90 


m 困 


ジル ベジ ルー ト と ちな の 人 
に ご 覧 いた だ け ます 。 3 p 

ーー 2 8 2 くり が 7 コー ス 
8 | 1 が ーー 


商 け 導 が 束 代 され て いて 、 震 昌 中 酬 が 、 2 時 了 
上 0 mt 月 える か じ ツ キン クコ ンス “ 





3 の 側 され て いて 馬上. 人 間 む も に 知 い 、 
S rm まき に ビギナー に うっ て つけ の トレ ツキ ング コー ス 。 








Re 9 本 1 四 
R27105971 細 較 0 加 編 細い gn 
に て やま 


ホテ ル 立 山 1 泊 2 日 3 日 る らら Sr 


四 二 TETUTYY き ます ii 隊長 野 時 アァ ル ベ ン ルー ト 半 二 


回 目 生 TUTETUUHT 光 た ETUS3 王 【 3 信濃 大 町 ) 横断 Da 


天 出 発 日 . 4 有 15 日 (本) 11H29( 有 
剖 出 発 隙 計 引 | 泊 H 日 1 
| 天 宿 泊 - (室堂 ) ホテ ル 立 山 


| 等 2 泊 3 日 コー ス の 場合 、2 泊 と 名 周 じ 室 雪 で の ご 利用 と な り ま す 。 
1 泊 目 1 室 、 泊 目 g 室 どい っ ら た 用 で の ご 刺 用 は で きせ ん 。 




























ーーーーーーー" 還 - 
「 星 に 番 近 い リ ソー トド 」 標高 2, 450m、 立 山 時 7 アル ペン ルー ト の 中 心地 、 
室堂 に 位 明 『 す る 日 本 最高 所 の ホテ ル 。 ト レッ キン グ 、 ス ター ウォ ッ チ ング 、 
選 来 光 バ ス な ど 大 自然 在 満 史 す する こと が で き 東 す 。 

富 滞 ター ミナ ル 内 MD15:00 @?D10:00 


例 部 屋 … 峰 呂 な し トイ レ 付 洋室 (ツイ ン ・ 定 員 2 一 4 名 ) 
※8・4 名 1 室 利 用 の 場合 エキ スト ラベ ッ ド の ご 利用 と な り ま す 。 


参 食 事 プ レス トラ ン ( 和 食 ) 由 
9 レス トラ ン ( 和 洋 バ イキ ング) PP | 
※ 劇 廊 は 都 育 に より 定 胡 に 宣 更 と な 放 場 合 が あり ます 。 【 浴 昌 UE3 イ ヤー 





「 証 計 ー ゴ 受 ※ 






ー に = 
「 ェ コ 








= 革 呈 さき 全 生計 ゴ 且 下 避 ーー 革 ンー 表 








ョ 叶 ご Fr 思 叶 は て 洪 喧 只 隊 本 層 章 生野 



































4 レー デー " Ga 人 = 共通 出発 カレ ンダ ー 
R トー 還 加 較 国 同 四 ESE ii | Ma 了 国 回 四 E 還 還 国 同 際 図 本 四 遇 9 次 国有 風 区 氷 床 脅 判 胃 有 
11 |4 朋 | Bi 田内 出 剛 賠 貞 1 | 旧 | | 回 回 回 回 MM の 上 だ 
政 | | 肖 | | 1 に 19 lt 間 1 半 小 「 LGLRLDLCLCLCI EL LDLp 員 | 1 利 
記 ' 四 1 [ | 9422H6 肖 時 | 7 | HL HL 則 時 TKI RIK に 
了 較 上 導 肌 還 還 8 1 PM (0 思 旨 - 1 
と ! ュー トー 抽 1 
前 ITP 間 間 0 
ゃ tt [ 和 北 附 利 用 コー ス ( Pe 6 Dan PT ce6)1 名 様 W 人 円] | 本 代 将 / 人 衝 汗 用 コー ー ス ( er・ pd ー っ ce)1 名 和 上 人 円] 
還 A B 王 / H_ 放 玉 | | ロ | E K|ILIM 。 
48,000 | 51.300 | 53,500 | 56,900 | 57,100 | 60.200 | 60,400 | 63.700 | | 8.70076.000|77.300|79.400|82.80085.000|86.200|89.600190.800|93100 
_(gg.000) | (1.300) | (32.80Q) | (3.200) | (34.800) | (87.500) | (36.900) | (39.300) jl50.800)51.300)I(5B.90I(55200)(56.30057.B00)IG0.000)(B0.700)B1.800) に 
3 名 | 50,200 | 53.500 | 55,B00 | 59,100 | 59.300 | 62,.400 | 62.600 | 66,000 0|80.600|81.900|84.000|87,400|89.600|90.800|94.200|95.500|97.700 は 
EET OO0H)_ (1 31.300) | (8.BOO) | 85200) ET 4 昌 0】 (37.5 ロ G} Es 旨 ロ 0) _(38., ロロ! pill( 川 150, 5.B0GI 本 1, dOOIIU58。 0 (55enOi55aOON5 す 76006OD, 00OIE0.7 YUHj QQ]I 上 B1.B0O) り 
2 52,400 | 55,.800 | 58.000 | 61.300 | 61.500 | 64.600 | 64.900 | 8,200 2 793800|7 200 8 00 本 900 la5,200|86.500|88.600|92.000|94.200|95.400|98.800|99.900|102300 ま 
| | | (36.800) | (40.100) | (42.400) | (45.700) | (44.100) | (49.000) | (47.500) | (50.800)_ (59aooje2.200)65.60】I(67.900)(70200)I70900)73.800)(77.000)I(78.100)(80.400)I(83.800(84500)B5600) ん 











山国 枠外 * 手 仕舞 擬 の 手配 は 、 宿 泊 施設 に TEL 予 約 後 、 手 配 登録 発券 
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上 上 請 還 | こ 上 り 約 20 分 ・ 下り 約 15 分 > 。 









弥 大 歩 道 コ ー ス 内 回り 
約 1km< 約 40 分 > 馬 W 








| 玄 モ デル コー ス に つい * て (P4・ 。 細 一則 介し て いる コー ス の 行 時 間 ・ 務 表 は あく まで も 目 誠 で す 。 ご 四 和 の 体力 に 合わ せ た ペ ー ス で トレ ッ ポ ジ ヴ を お 深 し みく た き L'i 
6 半 道 が 整備 され で いで 、 沙 行 時 間 ・ 画 本 と も に 短い 、 Tr 道 が 整備 され で いて 、 政 行 時 間 ・ 工 楓 が 、 品 時 間 ・ 
間 科 け 。 まさ に ビギナー に つっ て つけ の トレ ッ キ ンダ コー ス に 2Km を 超え る トレ ッ キ ジグ コ ー ーー の 、、 








R27105972 8 


共編 2 半 由 210897 











みた | | ュー "人 て 。 や 更 手 : - 人 ーーー エー ーー ュー 
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利用 野 アル ベン ルー ト 覧 要 員 
【 信 源 大 町 油 、 横断 te 
上 @ 出 玩 4 月 5 日 ( 木 ) ご 10 有 31( 
剖 出 発 隙 針 日 : | 17/18・1 d1 


Da 11 =1 記 5( 


名 宿泊 《 弥 也 ヶ 原 》 国民 宿 人 天 記 立山 


再 2 泊 3 日 コー ス の 場 冶 、g 泊 と も 同じ 室 秀 で の ご 判 用 と な り ま す 。 
1 折 由 1 室 、 泊 目 2 室 と いっ た 用 で の の ご 判 用 は で きせ ん 。 


行程 表 、 発 着 駅 に よる 代 番 の 甚大 等 は PF3 を ご 覧 くだ さい 。 
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本 高 1 940m、 日 本 最高 瞳 の 国民 宿 甘 で す 。 
山 友 楽 し む 抑 点 と し て 絶好 の ロケ ーション 。 
旨 当 l に 沈 お ダ 円 克 お 生じ み - ご た きい 。 
弥 陀 ヶ 原 バス 停 よ り 豆 。 1 分 
CN)15:00 @UPBiOO 

部 屋 ." 風呂 ・ ト イレ な し 和室 (定員 1 一 4 名 ) 
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00 
生食 事 ② 章 レス トラ ン ( 和 食 ) 
た ※ ト イレ は 共用 で す 。 布 団 敷き 、 シ ー ツ 掛け は 
人 旨 お 客 様 自身 で 行っ て いた だ きま す 。 mas ge 
議 GO の PO 」 na 
"6 mm キー ュー デュー で 

な | ee 計 = 共通 出 爺 日 カレ ンダ ー 上 

( 氷 

上 す 

間 = 

w 6 

が 3 

LALAL 

人 中 机 ft 

り pm 1 

“ ES | 2 着 ab。 0 っ | 

45.200 47.900 56.400 57.400 58.400 








PD 1 。 BOO) 。 | - 避 玉 0 _(89.g00) 。 _ (38.10Q) _ (BagO0) _ (40.80Oj 
4.400 5,500 6,200 49.000 58,.400 59.400 50.400 
192 名 様 以上 の 有 お 申込 み で 、 玉 部 屋 を 1 名 1 富 利 用 きれ る 場合 の 医 本 代金 で す 。 事 1)8 者 様 以上 の お 申込 み で 、 お 他 屋 を 1 名 1 室 利 用 され る 場合 の 基 夫 代金 で す 。 


ぺ 枠外 * 手 仕 畠 後 の 手 配 は 、 宿 泊 施 設 に TEL 予 約 後 、 手 配 登録 発 其 。 





践 量 と 称名 浦 ゴ ュ メー! 






旬 出 発 日 4 月 14 日 ( 水 ) 一 11 月 29 日 (月 ) 
宣 施 設 に より 出 葬 隙 吐 目 が あり ます 。 


i 介 宿 泊 / 《 立 山 》 立山 国際 ホテ ル (和洋 室 ・ 洋 富 ) 、 








※ か が や き 呈 は 自由 は ご 利用 いた だ け ま せん 。 | 
























本 新宿 !』。 上野: 大宮. 放 人 )  。。 北 隊 新 幹線 は く た か - か が や き 史 
1 靖 ME ーー 
!2 富 山地 方 鉄 貞 担 。。、 e 
| 宣 山 …… 電 電鉄 軍 山 ユキ ロ の 衣 道 。 」」 お客 欄 負 揚 宿泊 施設 ⑯ 
宿泊 施設 一 区 栖 邊 提 還 0 遇 TNICOATGE 美女 平 \3 高原 パス 
大 衝 rr 黒部 平 エ er 黒部 湖 "" 時 部 ダム 所 2 
FT 「 い 
北新 特急 バス 北 陣 新 幹線 は く た か 号 ・ あ きま 号 は 東 ば 5 
| 本庄 平和 | 
loanl 間 間 人 拓 
特急 列車 較 06 由 
\ モ 子 員 | 
普通 列車 特急 列車 東京 
5 半 ーー Li f 立川 4 ト 





吾 視 中 JR コー スズ 選択 差 朝 - お と な (こども) は - 還 


1 北陸 新座 は く た か 人 あま 号 利用 コー ス ] 
g 和裕 夫 町 駅 直通 ) 刊 用 コー スネ 
桂介 


(松本 駅 ) 利用 コー ミス ( 朱 松 本 駅 まで 普通 列車 利用 ) 
4 | 千 配 駅 発 世 特 人 あ ず さ 号 (松林 駅 ) 利 用 コー ス (※ 松 駅 まで 普通 列車 利用 ) 


BOB 
003K409 本 3 





パッ ケー ジコ ー ド  R27105974-00( 和 洋室 ).01 (洋室 ) 固 財 


記さ 評 し ! 


立山 国際 テル 





宙 直 CND15:00 ⑯UD10:QQ 
環 部 屋 風呂 トイ レ 付 和洋 室 (定員 5 色 ) 4914. 日 7 

嵐 結 トイ ヒ 付 洋室 (ツイ ン * 定 員 g 独 ) 遇 0 
弄 食 事 ご レス トラ ン (和食) ※ 洋 富 容 場 と な る 場合 が あり ます 。 


W レス トラ ン (和洋 バイ キン ダグ) ※ 朝 食 は 都 含 に より 定食 に 語 更 と な る 場合 が あり ます 。 
00 1: 
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2 者 47.100|48200 49.300 50, 700 51.500 
| 1. 3900) (82. 400) (33 5 34 200 N340 


梓 計 ・ 手 仕舞 入 の 手配 は 、 宿 泊 施 設 に TEL 予 約 後手 配 同 録 発 琴 。 
北 障 斬 埋 課 利用 
( 便 : 長 時 = 東京 の 場合 、 肩 沢 一 長野 の 特急 パス どなり ます 。) 





ホテ ル 閑 の 風 立 山 より お 選び いた だ け ま す 。 


蛍 出発 除 針 晶 5/26 一 2H、6/1・2 ヨ ・10、 


申 典 線 刊 用 コー ネス で 松本 駅 苑 の 特 
松本 駅 怠 別 車 斉 刊 用 の 場 褒め の み で す 。 そ の 


rd Ph 町 は 1 
生生 下 放 利 用 と な り ます 。 
朱 ダ ルー プ 区 員 が 同一 の 欧 着 駅 ご 利用 と な り ま す 。 複 敷 駅 乗車 は で きま せん 。 

較 社 復 北 陣 新 幹 直利 用 コー ス の 場合 、 親 宿 ・ 立 川 ・ 作 王子 駅 の 設定 は あり ませ ん 。 
DE 人 


1 ET 】 ai 」 | 草 が 号 束 11 nn 天 用 し いた だ 人 け 事 
| が | 証 ! | | 還 』 
] e き 号 | 利 \ 世 稿 


北陸 新株 で は 相互 の 乗り 欄 き は で きま せん 。 
近 北 陣 新 幹線 | は ほ はくたか 号 」 の 停車 し な い 駅 を ご 刊 用 の の 場合 、 高 崎 駅 で 上 越 新野 林 と 北 陣 新 寺 旨 | は くだ た か 号 ・ あ き 東 号 」 を 
線 は 自由 席 の ご 利用 と な り ま す 。 ま た 、 高 崎 駅 で は 政 札 の 外 に 出 当 こと は で きま せ 


乗り 幼 い で くだ さい 。 こ の 場合 、 上 越 新 韓 
ん 。 た だ し 、 和 複 路 [長野 一 東京 」 間 は 、 停 車 す る 「 あ き 四 号 」 の ご 利用 どなり ます 


長 野 駅 に 限り 北陸 斬 幹 線 「 あき 事 号 ] と 「 か が やき 号 」 を 華 り 揚 ぐ こと が で きま す 。 こ の 場合 長野 駅 で 改札 の 引 に 出る こと 


は で きま せん 。 
』 量 中 條 HL 一 
松本 9 の 朝 】 列車 を こ 利用 の 合 Ji 大 町 一 松本 6 は 普通 3 呈 利 用 と な り ます 。 


千葉 y 川 王子 (誠に 4 りす 
2i 列 東 と 用 の 場合 特 魚 券 代 交 は 者 客 欄 員 担 と な り 


| 弟 d 姜 平 一 下 草間 の 高原 パス 区 間 は 、 「 泊 (開放 時 の み )」 紀 原 「 実 銘 平 」 に て 適 中 重 障 が で き ます 。 


(た だ し 、 引 き 返 すこ と は で きま せん ) 
党 オ … パ バス の 時 割 は 時 剤 表 に て ご 人 認 くだ さい 。 


| 党委 東京 一 千草 間 は 普通 列車 利用 に な り ま す 。 


事 曲 … 新 宿 上 野 : 東 東 : 寺 革 間 は 普 肖 列車 利用 と どなり ます 。 ( 千 昔 請 「 ぁ ず き 晴 」 利 用 中 場 斉 . 千 葉 駅 を 隙 く ) 


9 に よ 6 の 上 野 駅 ・ 新 宿駅 : 立 川 駅 * 作 王手 駅 開 額 な し 夫 富 駅 1.B0O(BOO) 円 引 朋 韻 駅 4OO(1.200) 円 引 
間 導 ( 住 補 本 圧 早 筑 田 駅 BOO(1.400) 円 引 高崎 駅 4.0O0(3,000) 円 引 千 六 駅 DO(400) 円 増 
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(長野 一 東京 間 ) の 場合 と 中 央 線 利 用 (信濃 大 町 一 新宿 間 ) の 場合 は 、 必 須 選 択 の 週 択 内 容 が 異な り ま す 。 上 記 記 載 の JR コー ス 過 択 と 必需 選択 の 組み 含む わせ で 入力 し て くだ きい 。 
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\ い い 旅 は いい 朝 ご は ん か ら / 


ソー 0 


生 午 な 水 じ 肝 示 な 示 注 に 事 ま | 

富山 県 。 そ の 了 贈 か な 自 庄 が 育む 四 

季 折 々 の 海 の 埋 ・ 山 の 素 。 と こと ん 

富山 に こだわ っ た 「 と や ま の 才 い し い 

朝 ご は ん 」 を ご 提供 いた し ます 。 

本 菩 | と や ま の お いし い 朝 ご は ん 」 と は … 

筐 高山 県 宙 米 を 使用 し 、 富 山 の 持 いし い 

。 赤 記 研い だ 、 朝 炊き 内 ご は ん を 提供 し 


3 す 。 
環 癌 山県 上 北 食材 を 使用 し た 地域 な ら で は 
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星 「 お も か ば 」 5 すす と 2 ' 
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| の 朝 ご は ん を 提供 し ます 。 

央 「 | 更衣 ご は ん と 一 緒 に 、 富 山 の お いし い 水 

上 抽 抽 誠 hh amemeeeee ーー と ィ ⑮ WO 号 を 提供 し ます 。 「 
な つづ トン ネル ' 高義 。 。 ' ーーー 」 0 < 
xi 詳 626 5 マッ プ は 時 凶 で す 。 . 同 『Wtt (りら あの お いし い 朝 と は ん | 還 写 議 、 。 『ーW ご 半 MAE で は の み 和 供する 
生 き mm ーー ーー ニー ビー い ーー= ra 間 人 も こ うけ ・ 1 ミュ 
き 染 トロッコ 電 還 」 「 柱 平 笛 傍 」 「 黒 区 温泉 ]「 補 乏 月 温泉 駅 は 写真 提供 :( 公 牡 ) と や 観光 推 胃 機構 上 ※ 写 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 
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42.800」4 44 000 45.800 49.300 50 500E 52 900」54.000| 56 490|: 56, 5400 59.90 9g00 











1 計 」 1 
吉 同和 予約 不可 ( 先 靖 順 ) 
周 県 ) 本 : す BEM 有朋 | 


中 泰 月 旧 講 14:00-8000 


PT = 朋 | | ョ 1 過量 駅 刀 り iQ ロー r1 1i ロ HH 
た 治 場 / Fa ヤー し Er 0 し PD 3 日 上 前 まで に 震 予 誰 (選択 入力 )_ 


トー け 才 


_ 黒部 ・ 宇 奈月 温泉 源 














人 月 温泉 駅 より 富山 地 孝 談 道 宇奈月 温泉 駅 まで 約 25 分 、 宇奈月 温泉 駅 より 品 ぁ 5 分 
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( 倒 : 東 京 一 長野 の 場合 、 長 野 一 肩 沢 の 特急 バス と な り ま す 。) 
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iT 証 桁 條 - 手 仕 押 第 お よび H コ ー ド 設定 便 以外 を 希望 の 場合 は 、 [販売 マ ニュ アル ] 北陸 中 部 内 に ある 申込 書 で 北陸 肖 業 セン ター へ FAX 申込 車 寺 と な り # す 。 手 本 に は 時 間 が か か り ます の で お 客 様 を お 待た 
ュ ア デル] 北 陣 中 部 内 に ある | 時 部 峡 益 均 道 トロ ッ コ 到 車 販売 マニ ュ ア デル 」 を ご 和 認 くだ きい 


せ す る こと の な いよ うに し て くだ さい 。 詳細 は [販売 マニ 
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周 出 発 日 - 5 月 10 日 (月) 一 11 月 15 日 (月) 
圏 運行 黒部 峡谷 虚 道 (株 ) 

単 福 復 で お 申し 込み くだ さい 。 片 道 の み の 販売 は で きま せん 
沖合 的 一 欄 平 間 の 予約 は で きま せん 。 

員 運 転 区 間 の 変更 、 運 休 、 時 介 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
田 料 企 / 片 道 あたり お と な (こども ) 中 


。 ここ 
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トロ ッ コ 電車 は 
茎 誇 定員 制 の た め 
※ ※※ 払 夏 変更 手数 料 ! は 別途 申 し 肌 け ます 。 確実 に 器 し 選 韻 局 、 聖 事 約 ! 
〈 注 義 事 項 ) (店 語 で の ご 吾 約 は 土 体 日 
王 列 車 ま ご 利用 に な る 前 に 、 重 車 和 重き が 必要 と な り ま す 。 起 嘱 く ご 舌 記 日 の 4 日 前 
合 的 お よび 憶 平 で すぐ お 謙 り に な る 場合 で も 最低 20 分 必要 で す 。 DE 
いい 人 


王 周 辺 秀 策 の 目安 は 1 一品 科 間 と な りす 。 

吾 普 通 車 ほ は 出 征 が 直接 吹き 込み ます の で 、 予 貼 雨 只 を ご 用 意 く だ きい 。 
専 お 申し 込み は ご 旅行 予約 時 に 係 昌 主 で お 申し 出 く だ きい '。 往路 、 複 路 そ れ ぞ れ の ご 予約 が 改 抽 で す 。 
柚 宇 款 月 一 締約 間 の 所要 時 間 は 約 BQ 分 で す 。 


パッ ケー ジコ ー ド RF27105983-| | 厚生 (四国 還 記 | 
| | 商 着 時 割 。 5 月 10 日 (月 ) 一 11 月 15 目 (月 ) 
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… 土 休日 お よび 8/1 一 31、 101 一 11/15 の 毎日 澤 行 
0 rB ガ イー31、10/1 一 11/15 の 土 体 日 運行 


(車両 種別 ) 普 … 普 通 客車 (オー プー 過 ) 特 … 特別 客 車 ( 窓 付 ) Rexe 
所 3 種 類 の 客 車 タ イプ 。 


リラ ッ ウ ス 客 車 ( 窓 付 ) 


※※ 寺 真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


' 


還 リ ラッ クス 客車 ( 叶 
座 記 が 進行 方 向 に 転換 で 守 
ます 。 ゆ っ た り し た トロ ッ コ 旅 」 
r す 定 な ら こ ちら が お すす め 。 





圏 特別 客車 ( 窓 付 ) 
mm きわ せ で 固定 
| され て いま すず 。 


| 
圏 普通 密 車 (オー プン 臣 な し ) 
黒部 峡谷 呈 道 な ら で は の ト 丘 証 細 間 il 
ロッ コ 列 車 。 開 放 感 が あり 、 用 還 還 計 証 
| で 山 在 感じ る こと が で きま す 。 訣 8 " 





洛 車 内 へ の ペッ ト 持 ちち 込 み は で きま せん 。 


| 整 車 肉 は すべ て 閑 咽 で す 。 益 車内 に トイ の 設置 は 吉 り ませ れ 。 


ーー ーーーーーーーー ーーーーーー ーーーーー ーーーー ーー ーーーーー ーー ーー ニー ニーーーー ニ ーー 一 ーー ーー 





眉 叶 中 出 恒 本 革 重 ※ 


トー ーー 
喧 1 
は 癌 


。 革 時 ご 理生 委 下手 


2 


La 了 





に 90 


由 "生還 


ーー 
トニ じ も PETEF 


| モー ま | 1 


有 


6 | 


" rfY の | er 
富山 城 と 市 内 電車 (イメ ー 訪 


に ーー ーー やま ーーー セ 


宮山 市 内 1 泊 2 昌 


山 『 アル ベン ルー ド 胡 野 ( 
人 、 WW Cm 大 


et 婦 1 の が ーー11 月 29 日 (月 ) ※ 施 設 に より 出発 除外 日 が あり ます 。 「 ' | 

泊 〆 下 記 3 施 設 よ りお 台 び いた だ け ま す 。 PP 

(富山 》 ダイ ワ ロ イ ネッ ト ホ テ ル 富 山 駅 前 、 軍 山 エク セル ホテ ル 東 急 、 [( 半 ーー を こら ーー 時 人 の 
ホテ ルル ー ト イン 富山 駅 前 剛 計 


i ケー ブル カー 
Con 人 


電設 | 
記章 リー バス 大 観 農 BE 時 部 平 4 - 時 部 湖 黒部 ダム バス 「 








【 ) 由 トー e 避 高 


ジリ ー ジ 還 ぁ RE 科 ピ リ ー ご 車 


= 利 用 も DK 


2.0n0 ロ 陣 


ご 剤 上 用 も 本 民 . 


3.800 





信和 “ 
北陸 オ 委 バス 長 . 人 和 線 は く た か p&k 
TE 間 半 
当 中 央 線 利用 コー ニス で 松 二 駅 発 の 特急 列車 を 利用 の 場合 の み で す 。 ae 還 間 so 
を の 場合 、 信 洒 大 町 一 松林 間 は 普通 列車 の 普通 還 自 由 席 利用 と な り ます 。 中 央 線 
“ 1 松 特 人 列車 較 





ー 松本 駅 
※ 中 下車 OK 


葉 詩 過 に よる 代 首 の ヽ 上野 駅 * 新 宿駅 * 立 川 駅 : 修 王手 駅 華 頓 左 し 天 富 駅 1.600(BOQj 円 引 前 谷 駅 ,400(1.200) 円 引 
差 同 ( 往 憶 ) 本 庫 早 稲田 駅 8.00(1.400) 円 引 高崎 駅 4.000(3. ロ 00) 円 引 千葉 駅 8OO(40Q) 円 増 























_ パッ ケー FR22D89850082 01( ツ イジ ) ED | 
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い * 天 部 屋 … 風 昨 : トイ 付 当 室 (スタ ンダ ー ド シン グル 1 名 [ 昔 [喫煙 
0 スタ ンダ ー ド ツイ ン 2 名 殺 煙 ] 3・[ 喫 煙 ] 2、 ス ー ペ リア ツイ ン 2.3 名 [ 共 畑 ] 39) 
な い 「 ※3 名 1 室 利 用 時 は エキ スト ラベ ッ ド の 使用 と な り ます 。 ー 
ロイ ( 」 | 例 食 事 / 電 レス トラ ン ( 和 洋 パ イキ ング また は セッ トメ ニュ ー) 
ト 宙 駅 南 (下面 出口 ) よ り 電 9 分 ※ 食 事 内 容 は お 選び いた だ け ま せん 。 
人 き は CHND14:00 OUD12:00 (通常 11:00) まし に 。 有 | 青 四 上 スー ペリ アツ イン 
6 部 屋 風 呂 ト イレ 付 洋 室 IroylEiEHMEIWM ルー ム は 本 埋 の み 
人 (スタ ンダ ー ド ダブ ル 1・2 名 軸 、 パ リュ ー ツ イン 2 名 中 ) 7 [ 
前 に 電 食 事 食 事 な し PP 
代 斉 人 出発 日 カレ ンダ ー 
癌 キー1 1 月 出発 0 朋 
加 画 出 発 日 カレ ンダ ー [ 
9 目 | 用 刀 氷 ( : | HL BI B 
粒 ee 隊 ) 
四 い 放 和 骨 間 御 MMMMM 上 W 骨 骸 則 が 0 AA [時 計時 時 四 G 
明 | に GLELALalL 時 GLGLGLB 2 合間 間 中 隔 剛 還 P 則 加 
す に HH ) ALB 1 衣 ーー H 旧 LBLEB | Ll B 日 トト は BL BBL BL 1 上 | 
遇 RPM 軸 0 層間 上 
な [ oo 時 Al 時 mlcl lt 1 用 1clSlclclc ] | | 
場 0』 | 陣 : ME R22 員 こき (ErTCTTTE (東京 駅 発着 )] ぉ と な に と 6)1 名 様 ”)。。 [人 
で 1 用 | 呈 加 回 還 昌 六 4 前 癌 吊 | Al 引 laAli ' KK ! 
仙 基 本 代金 - [往復 | 人 人 導 和 和 コ ー ス (人 )] ぉ と な Pe に 1 る 人 に 5001 
-H : (24.80025.900)| 
導 ン ( 
9 屋 |37.800|88.400|38.00|39.200|40.100|40.300|4 「 
由 ls “名 (eg.100 川 9. げ DS3,g0OIIES.BDO)I(S4.40 ロ (Sd.90 ロ j 山名 和 eeeeel |Lu ーーー ト ーーー ト ーー ニ ニニ ニー トー 
に 
叶 間 22RR0C2HSOGHRO22 は 625 
本 当 MM 了 28700ll27700|81o] 
1 寒 2 鐘 以 上 の 込み で 、 PP イエーイ 1 ア アー イイ アマ セー 





ーー 





棒針 手 仕 舞 後 の 手 配 は 、 愉 泊 施設 に TEL 予 約 往 、 手配 登 録 発 券 。 
北 陣 新 幹 則 利用 (長野 一 東京 間 ) の 場合 と 中 央 線 利 用 (信濃 大 町 一 新宿 間 ) の 場合 は 、 必 須 選 択 の 選択 肉 容 が 異な り ま す 。 
P.6 記 載 の JH コー ス 刀 択 と 必須 週 択 の 組み 含 わせ で 入力 し て くだ さい 。 【 倒 : 長 財 - 東 京 の 場合 、 扇 沢 一 長野 の の 特急 パス と な り ま す 。) 


パッ ケー ジコ ー ド  R27105986-00 除 呈 


K MEJEl 
回 回 間 人 L 
か 1 Ni PPAPE 軸 
人 際 図 | | 


者 E 
ri 周山 


四 

HP 時 
時 時 時 時 | 

中 6 [ gigalge imi 間 六 因 
















富山 了 南面 より 5 分 CRO1500 CD1000. wwa ryoroks 「 い 隊 に 過 申 
@ 部 屋 峰 叫 ト イレ 付 洋 室 (1 名 利用 は シン グル ルー ム i、2 名 利用 は ツイ ン ルー ム 6) (| 農 | 41.200 | 42.400 | 44.600 
食事 食事 な し 陣 記 証 王 細 大 軽 朝食 付 (和洋 バイキング) Le SMO ra9. 
ee | ! | 了 W| se7oo |s7s0o 37.800 3.600 | 40.000 | 40.200 | 41.300 | 41.500 |43.700 
[し し 4 こ 事 出発 除外 目 B/18*19、107B 一 10 1)2 名 欄 以 上 の お 申込 み で 、 シ ング ルル ー ム を 1 名 1 室 利 用 され る 場合 の 基本 代金 で す 。 





9 pr テー 3 
し (宿泊 代 の み 〉 ホ ホテ と ル 評 ri * 本 洒 ア ラ 


@ 出 発 日 4 月 15 日 ( 木 ) 11 月 29 日 (月 ) ※ 出 発 除外 [史上 ( (民宿 立山 玉 ) 宿 泊 コ ー ス ]7/12.178/31、11/1ー29 介 1 泊 2 日 ※ 発 上 が 初 泊 昌 と を り ます 。 本 
更 食 事 / ク 食 1 回 、 朝食 1 回 付 葬 宿 泊 [ 二 堂 (ホテ ル 立 山 ) 宿泊 コー ス ] また は [ 交 陀 ヶ 原 (国民 宿 全 天 決 立山 茜 ) 宿泊 コー ズ ] より お 遂 び くだ さい 。 P4・5 を ご 覧 くだ さい 


に [ 記 》 は で W 宮 の 逆 ル ー ト と な り ま す 。 | 時 | ※1 宰 一 美女 平間 の 高原 バス 区 間 は 、「 夫 狗 平 」「 弥 陽 ヶ 原 」「 弘 法 (開設 時 の み ) ] に て 放 中 乗降 が 















yetcrsneuu 、 各 補 欄 潮 環 っ 区 千 NIIE 欄 電気 スー で きま す 。( た だ し 、 引 き 返 すず こと は で 吉 中 せん ) 
に 朋 また は 前 ーー 扇沢 ニー マーニ ーー 黒部 ダム | | 旅行 代金 は @ の miy (miy 同額 で す 。 
トロ リー パス 1 は kp | 朱 ア ル ペ ン ル ー ト の 扇沢 一 立山 また は 立山 一 扇沢 の 詳 通 費 は 音 ま れ て いま す が 、 行 程 の 逆 記 り は で き 
黒部 崩 : 7 *〒〒 に 黒部 平 e の な ょ 大 観 内 ee esse ませ ん ( 逝 中 で す | き 返 すこ と は で きま せん )。 





宿泊 の み コ ー ス (アル ベニ ルー ト の 開通 費 が 付か な い コ ー ス ) る ご ざい ます 。 
束 開 泊 は 4 泊 ま で 可能 で す 。 取消 科 
深 ホ チル 立山 に お お 泊り の 場合 、 う れ し い ポイ ント は P3 の 1) 一 (5) が 対象 どなり ます 。 由 








室 党 高原 パス . 業 女 平 か て お 客 様 ー 各 ) 人 
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還 ロ 相思 昌 了 彰 自 品 占 
| | 


「 レー 了 


1 ll. 自 
[Ya da 共通 ] お と な に ども) 1 名 欄 
[アル ベニ ルー ト 乗 車 琴 セッ ト プ ラー] [ 益 拍 の み コ ー ネ ] お よび [ 得 泊 代金 ] 

A | Bmm 還 人情 還 E 四 還 Al | B- ま 間 呈 牛 所 


(18.400) (0.a0C 800J | ( き . 引 0 | 人選 中 700) | (8 10Q} Sao0)lti 























時 間 | 
| RINAHI 


[単位 円] 
[宿泊 の み コ ー ミ ] お よび [年 泊 代 童 」 















| 本 代 S 













22.700 
(1 叶 』 中 










オフ ンコ ワル フラ に ! 1 る SOK UP の RA 


パッ ケー ジコ ー ド R27105994-[ 計 道 きっ ぷ の み ]00(A ル ー ト )、 10 (B ル ー ト ) 陸 国 
[扇沢 全 立 山 ] 62001(A ル ー ト (8 ルー 胃 較 


立山 黒部 アル ペ ジ シル 三 に 片 (に 1 の 3s89 | 


ーー 


コ 
ーー 


ET に 革 芋 き 呈 午 生 眉 計 時 紀 テ に ユ 革 5 





| 
Le 


ra 圭 主 


目 の 前 に 迫る 北ア ルプ ス を 見 あげ | 
























な が ら 、 雄 大 に 広がる 黒部 の 大 自然 3.000m 級 の 農 々 を が 連なる [アル ベン ルー ト 片 導き っ ぷ の み コ ー ス 】 連行 癌 本 電力 ( 株 )、 | 

存 所 軽 に 満喫 で きる の が 黒部 湖 遊 2 こ 画 ご 利用 期間 4 月 15 日 (本) 一 11 月 30 目 ( 湊 ) 立山 県 部 買 光 (株 ) 人 

臨 胎 「 ガ ル べ 」 で す 。 最 高 標 位 プア ーー 51) を 

1.448m の 黒部 湖 を 30 分 か け 一 周 「 | 吉 aoitnAgcimuty aa_ 和 

リル べ は 、 日 本 本 を アル ペン ルー ト 片 道 きっ つぶ + 選 べ る 一 品 付 コ ー B 

に 較 ご 利用 衣 間 4 月 15 日 () 1 月 4 日 (本 を 

航 す る 遊 臨 船 で も あり ます 。 野 部 湖 画 半 企 (お ひと り 様 ※ 料 交 は A ル ー ド *B ル ー ト 同額 で す ) 
を 奥 へ 進む につれ. 深く 大 きい 黒部 お と な 10.400 円 、 こと s5.800 円 ] と 
| 同 谷 の まん 中 に いる 自分 を 実感 で NR 明 
寺 る る [ す 。 っ 通 旧 下記 店 舗 か ら + 用 
人 [立山 販売 店 立山 洒 記 来 ま ん じゅ う (12 個 人 ) 放 
原生 林 を 眺め な が ら の 遊覧 船体 上 店] 山 時 ミルク 遇 [売店 ] ほ た る いか の 素平 
「 は 、 ま ざさ に 心地 よい アル ペン ラル 一 店舗 に より 人 時間 が 本 が り ま す , ま た 、 也 利く 休業 する 頃合 も こざ いま す 。 を 
( HE ズ で す 。 「 ピー Pe em | 。 
連名 6 月 1 日 ( 火 ) 一 11 月 10 日 ( 水 ) _ ( 間 べ る 一 側 付 コー ス ( は 手数料 杯 本 で)。 較 『 
y 時 部 ダム の 小 位 人 下 等 に より 、 運 休 す る 電 合 が ご きい ます の で -_ 3 呈 ぅ ょ は 《 は ja の 池 ル ー ト と な り ます 。 1 
@ お 問合せ 先 : ブー TEL: 0 hs 泊地 - 客 欄 負 担 鹿沢 - - 電 気 パス 黒部 ダム ・ 全 革 , 黒部 湖 re に. 黒部 平 | の 
びび ゆう 割引 : お と な 円 、 こ ども 円 | ロー アプ ウェ イ トロ リー パス 素 1 遍 原 バ パス か ケー ゴル カー 事 害 欄 ー 自 宅 また は | 重 
(通常 お と な 1.100 円 、 こ ども 550 円 ) | rrrrrr 大 観 峰 ニー 宮 党 ーー 美女 平 で mmrerr 立山 王室 -。 後 泊 地 | | 
男 当 オプ ン ョ ナル プラ ン の み の 販 売 は いた し ませ ん 。 一 語 低 加 100 1) 室 光一 美 女 平 間 の 高原 バス 区 間 は 、 弘法 (開設 時 の み ) 」 「 弥 了 ケ 原 天狗 平 ] に て 閣 中 乗 陣 が で きま す 。※ ア ル ベ ン ルー ト の 扇 り 
びゅ う 商 品 と セッ ト で お 買い 求め くだ きい 。 原料 は 羽立 山 ま | 一 扇沢 の 交通 費 は 斉 ま れ 生 リ は で きま せん (途中 で 引き 返す こと は で きま せん ) 。 当 きっ ぷ は 。 リ 
(有効 期間 に ご 放 行間 中 、 ご 利用 は 1 回 限り ) ”。  》wwLekf: 6 作用 昌 と な り まり か = ニコニ トニー ん 


[ME 回 枠 人 手 仕 舞 後 の 手配 は 、 宿泊 放 設 に TEL 予約 後 、 手配 登録 欧 券 。 
則 5 王 上 朝食 は 旅行 代 交 に は 斉 ま れ て お り ま せん が 、 ご 宿泊 の お 客 様 は 料 例 不要 で お 杏 し 上 が り い た だ け ま す 。 最 終 行 程 守 に は 食事 な し と 吾 記 され ます 。 





"びゅ う [JR 宿 泊 コ ー ス ] "の 旅行 代金 に は 、 行 程 に 明示 され た 交通 費 、 宿 泊 費 、 食 事 代 等 、 消 費 税 等 諸税 、 お よび サー ビス 料 が 含ま れ て いま す 。 
“びゅ ゆう [宿泊 の み コ ー ス ] "の 旅行 代 人 に は 、 行 程 に 明示 され た 宿泊 費 、 食 事 代 等 、 消 費 税 等 語 税 、 お よび サー ビス 料 が 含ま れ て いま す 。 
“びゅ う [日 帰り コー ス ] "の 旅行 代 金 に は 、 行程 明示 き れ た 交通 食事 代 香 消費 税 等 放 科 、 お よび サー ビス 料 が 含ま れ て いま す 。 


に つつ Me 


宮 欄 の 食事 は 、 施設 に より [ こ ど 用 料 理 | と な る 場合 が ご ご ざい ます 。 ま た 、 引 茂 旧 YURI 有 震 と な る 


る 場合 が ご きい ます 。 ま た 、 寄 二 の 写 真 は 一 凍 で あり 、 イ ンー チリ デ 、 が ぎ い ま す 。 

いま す 。 吉 布 団 下 要 の た め 軍 員 と し て は 明 え な い " 油 い 寝 " の 晶子 棋 の 

是 ・ 体 日 塁 の 記載 に つい で 重 パ ー フ ブレット 内 の [平日 | 価 日 | 「 作 前 の 話 也 は 「 平 目 琴 月 曜 目 一 

通 用 と な り 中 す 。 支 取消 者 よ ぜ 変 更に つい で 重 取 消 - 密 更 が 生じ た 場合 は 上 お 申し 

収 隔 いた し ます 。 生 お 害 欄 の ご 都 音 に よる 出 多 日 止 び 掛 租 の 恋 更 、 運 送 ・ 宿 清 機 聞 玩 持 得 中 の 一 分 の 

ご 用 に \ 場 合 で も 返 査 の 対生 に は な り ま せん 。 ま た 、 こ ども 代 但 が 週 用 と な る 有害 構 は 対生 外 と な る 場 育 が ご ざい 還 ず 
きま す 。 筐 当 バ パー フレ ッ ト の 最終 族 落 日 は 各 コ ー ス の 定め る 最 南 出 全 日 翌日 と な り ま す ( 一 部 コー ス を 隙 く )。 章 当社 

は 吉 宿 泊 旗 設 畔 に お お 問い 合わ せく だ きい 。 箇 チェッ クイ ー の 隙 、 タ レジ ビット カ ー ド の 番号 や 学 ポ ピッ ト 才 者 岳 か りす る 場合 が ご ざい ます 。 


定 情報 
が 手配 を 行わ か し 重行 邊 に 明示 きれ で いな い 宿 泊 施 設 等 の 送 返 


で 、 ご 旅行 申 
を 


0 


る 場合 が ご ざい ます 。 本間 に つい て 放 富 の 広 は 定員 て 宿泊 まれ た 場合 の も の で す 。 ご 利用 人 数 に よら て 貞 な 


重 洋 室 3 名 様 以上 1 室 利 用 の 場合 は 原則 と し て エキ スト ラペ ベッド 玩 の ご 利用 と な り ま す 。 重 「 風 咽 付 」 の 部 屋 は 注い 場 の な い ユ ニッ トバ スタ イブ の 場合 も ご ぎ 
数 が 、 HH 埋 宿泊 施設 か ら ご 判 用 部 屋 因 の 証 更 等 を を 願い する 場 苔 が ご きい ます 。 吉 理 
込み 店 に ご 来店 の うえ 洗 続 き を 和 将 っ て くだ さい 。 取消 ・ 記 更 の 寺 申 し 出 は 、 事 申し 込み 目 の 営 業 時 間 内 に お 届け し ます 。 そ の 場合 当社 が 定め る 旅 
定 更 * 取 消 に つい em ドー 、 取 消 料 の 対象 どなり ます 。 吉 の 地 の ご 


僚 日 」 「 伯 前 目 呈 土曜 目 、 体 目 の 前 目 」 を 原則 と いた し ます 。 た だ し 、 体 日 で あっ て 活 副 日 寿人 日 の 場 谷 は 健 前 日 の 代 信 が 
巣 約 英 に 基づき 取消 料 導 を 
内 画 う れ し い ポイ ニ ト 類 は 旅行 代 交 に 斉 ま れ ま す , た だ し 。 
する 最 二 日 租 宏 に つい て は 。、 当社 より 特に 運 絡 が な な い 場 合 は 当 パ フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て いた だ 
は 当社 の 取扱 い に は 高 ま れ ませ ん 。 詳し く 


天 未 成年 寺 の 考 (20 療 氷 満 ) の 1 人 また は お 支 蓮 則 士 で の 王 加 、 お よび 考 と ご 則 抹 きれ 各 場 合 は 、 ご 起 権 赤 欄 


三 理 以 外 の 
の の 同意 を いた だ いて の お 申し 込み と な り 証 す の で 、 同 意 書 の 提出 お 願い いた し ます 。 重 有 お 寄 様 の の 装 況 に よっ て は 、 当 初 の の 手配 内 容 に 育ま れ て いな い 特 別 な 肥 慮 、 措 置 が 羽 柚 に な る 場合 が あり ます 。 詳 細 は 旅行 系 作 番 」 の お 込み 件 | を 確認 の うえ 、 特 


別 な 配慮 、 拉 園 が 必要 と な る 可能 己 が ある 場合 は 、 ご 相 衣 き せ て いた だ きま す の で 、 必 ず お 申し 出 く だ さい 。 


各 特 に 表記 が な い 限 り 、 お と な 1 名 を 宮 む 2 名 欄 以 上 で お 申し 込み くだ さい (乳幼児 は 人 数 に 育ま れ ま せん )。 
名 最少 催 持 人 員 2 名 (一 郎 コー ス を 除く ) 。 重 追 加代 金 に て 同一 施設 に 限り 4 泊 ま で の 克 泊 を 承り ます (一 郎 コー ス を 


追加 隙 く 】。 
各 ご 旅行 に 加 され た 寺 客 さま が 旅行 意 著 往 g 週 間 以 肉 に 斬 章 コロ ナ ヴ イ ル ユ 陽性 と 誰 断 され た 場合 に は 、 ご 晴 入 いた だ いた 販売 店 ヘ ご 通 絡 くだ さい 。 


吾 パ バー フレ ッ ト 内 相 到 車 時 割 等 運輸 機 聞 の 運行 時 割 、 痛 設 情報 、 軍 光 情報 等 に つい て は 、gg1 押 1 月 1 日 現 春の 舌 の と な りす 。 
ダイ ヤ 改 正 鞭 の 事情 に より 密 玩 と な る 場合 が こぎ ざいますので 出発 前 に こ 確認 くだ きい 


| 1 | ご 自宅 ま た は 各地 (前 泊地 ) お お 客 机 揚 各 窒 施設 


ス | 2 | 各 宿 泊 施 設 - 客 柱 提 ご 自 因 また は 各地 ( 後 消 地 ) 


[ 現 で の 変 通 機 間 利 用 に つい て の ご 洲 意 ] 呈 條 状況 、 天 憎 誠 に よ リ バス タタ シー - 末 が 予定 通り 運行 で き な い 場合 が ご ざい ます の で あら か じ め ご 丁 承 く だ さい 。 な お 、 お 帰り の 列車 に つい で は 奈 裕 を 持っ た お 時 間 を ご 指定 くだ さい 。 


[お 客 さ ま へ の ご 注意 と お 願い 】 パン フレ ッ ト * ち らし に は 、 ご 購入 いた だ いた 商品 *・ コ ー ス の 旅行 条件 や うれ し い ポ イン ト : 注 意 事項 等 が 記載 され て お り ます 。 ご 旅行 中 に 必要 な 場合 も あり ま 
す の で 、 必 ず ご 持 夫 くだ さい 。 ま た 、 旅 行 地 に お きま し て 、 行 程 家 - パ ン フレ ッ ト 等 に 記載 され た うれ し い ポイ ント 旅行 サー ビス が 提供 され な か っ た 時 は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に 宿泊 施設 ・ 
観光 施設 を どの 当該 サー ビス 提供 者 へ お 申し 出 く だ さい 。 ま た クー ポン 券 類 を 紛失 し た 場合 は 、 再 発行 お よび 払戻 し は で きま せん 。 


ご 旅行 生 件 ( 受 旨 ) 向 0 
因 マ ー ク の ある 4 
EE 較 下 了 り DE と た どり E ど EEF 衣 刻 左 雇 吾 コー ス 


この ご 旅行 は 、 和 株 葉 可 杜 が mm う トラ で ベル サー ビニ ミニ (以下 「 当 社 」 と いい 直す ず 。) が 在 画 ・ 実 少 す ずる も の で す 。 こ の 
旅行 架 件 は 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 きれ て いる 近 件 の ほか 当社 旅行 病 交 蔽 ( 募 入 了 企画 旅 香 製 約 の 部 ) 基 
び 別 達 お 注 し する 旅行 電 件 置 、 最 誠 日 程 宗 に より ます 。 
1. 旅 待 の お 申し 込み 明 び 製 約 成立 “ 
(1) 当 杜 所 室 の 事 車 込 書 に 所 室 の 事項 を 記入 の 上 、 下 記 の 再 申 込 意 (お 一 人 権 に つき ) を 甘 えて お 申込 みい た だ きま ず 。 お 
申込 章 は 旅行 他意 、 取 消 判 、 台 は 和合 胃 料 の 一 部 と し て 取扱 いま す 。 
(2) 当 杜 は 、 電 話 、 各 便 、 フ ァ タ ショ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手際 に よる 平 約 の お 申し 込み を 屋 け 付け し ます 。 こ の 前 、 ご 予約 の 
時 点 で は 、 親 約 は 成立 し で おら ず 、 肖 杜 が 予 約 の 承諾 の 詐 を 通知 し た 了 ン 日 か 6 起算 し て 3 日 以内 ( 注 の 定め た 期間 内 ) に お 申 
か とか 中 を 提出 し で いた だ ます 。 こ の 共に お 中 を 提 出れ な い 本 、 沿 は 予 的 が な か っ た も の と し て 取り 
いし! 軍 す 。 
(3) 企画 旅行 製 約 は 、 当 杜 が 抽 絢 の の 寺 縛 を 承 請 し お 申込 谷 寺 屋 理 し た ど 革 に 成立 する も の と しま ず 。 
(4』) 澤 杜 提 槍 タレ ジ デット カー ド 変 壮 の カー ド 宮 員 の 必 な きま が ダレ ジッ トカ ー ド に よ 決 清 邊 び げ タ ー ポ ボー 尋 の 宅配 を 希望 きれ る 場合 は 前 
(にょ 5 直人 湖 し する 旅人 に 記す る 通信 拉 的 の 伯 に より ます 
操 ) 者 吾 一 


ーー 攻 調 穫 章 
由来 滴 _ ーー 





レー 各 ネー 





0 方 貼 以 上 
32, 旅 和 代 登 の お 詩 払 い 
旅行 化 意 は 。 旅 行 開 災 日 の 前 目 か ら 旧 し て きか の ぽ っ て 1 日 目 に 当 志 吉日 より 前 に 才 室 払い いた だ 革 ま す 。 
旅行 開 胡 日 の 前 目 か ら 記 し て きか の の ぼっ で て 14 日 目 に 肖 志 才 日 以降 に 右 四 し 込み の の 場合 は 、 旅 行 開始 日 前 中 当社 が 定 基 
期日 まで に 者 室 払 いい た だ きま す 。 呈 。 
.。 大 循 穫 人 査 に 音 ま れ 記 天 の 
旅行 日 租 に 明 未 し た 運送 楓 間 の 運賃 ・ 料 金 、 宿 拍 費 、 食 事 代 肪 び 消 費 税 等 請 科 を 斉 ん で いま す 。 


旅行 代 査 の 20 


お 申し 込み の 際 に は 別途 お 詞 し する 詳細 旅行 業 件 書 本 お 受け 取り に 
ヲ レ ッ ト は 、 旅 抹 識 法 第 19 和 の 4 に 写 記 る 取引 征 仲 説明 書面 訪 び 則 流 第 12 提 の 5 に 定め る 脱 交 憲 面 の 一 


た ト 「]- 十 prp お 読み こ 間 人 
出 還 意 細 車 す 。) 





取消 香 

旅 生 抽 約 の 成立 提 、 お 客 欄 の ご 都 で 施行 を 取消 され 誠 場 合 に 旅行 代 釜 に 対し て 一 人 欄 に つき 下記 の 
笠 車 で 取消 判 を 、 ご 其 加 の 有 お 鶴 様 か ら は 1 軍 ご 利用 人 員 の 恋 更 に 対す る 薫 宮代 交 を キ れ ぞ れ いた だ きま す 。 
(1) 下記 (一 (3) 居 外相 場 冶 及び げ 御 コー ス に 者 の マー ツタ の 記 虹 が あせ 細 共 





7 ぼっ て [67 切 解除 (①ー( を 除く ) ” 。。 | 旅 調 代 意 の 09 | | る コー ス も 友 
ee 6 (日 の W 日 の 承 --| 0 の 40% 
ーー 識 1 硝 日 章 の 前 隊 (3 を ee 旅行 代 : の 5 用 し ます 
| の 旅行 開 6 人 は 無 l 机 ] 融 加 。 。 | 疹 


旅 和 有 開 胡 日 の の 
前 目 か 上 起算 し て 











[ 施行 代金 の 
日 目 に 品 た 二 日 届 間 リー を 承 く ) 6280 
中 IN Sa mr 509 ] 用 いま 
旅行 開 古 1 


(3) 下 I の マー ク の 載 が ある 場合 


取 細 得 取消 直 は か か り ま せん 。 た だ し 予約 され て い 定 プラー は 事前 に 取消 の 連 答 が 必要 どなり ます 。 
、 な し 薄 連 絡 の 場合 は 取消 料 が 請求 きれ る 場 韻 が あり ます 。 


(4) 利 コ ー ス ご と に 定め 5 れ た 取消 料 の 明記 が あおる 場合 は 、 そ れ ぞ れ に 記載 きれ た 取消 料 を 適用 し ます 。 
旅行 代 交 の 桂 準 
に adddeduloti oo て いま す 。 台 、 旅 行 代 交 は 8021 年 1 月 1 日 現在 の 有効 を 通貨 ・ 規 則 を 甚 と し 





いま す 。 
を お 、 上 記 の 経 帆 は お 客 横 の ご 都 含 に より 一 部 利用 され な く て で も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 8, 放し い 旅人 は 人 に お だ た すね くだ さい 。 
手 | 凍 | マー: EE を お だ 上 衣 刻 左 戸 】 吾 コ ー ス 人 取消 料 
お 欄 の ご 都合 旅行 を 取消 きれ る 場合 、 取 消 料 を いた だ きま す 。 
1. ご 処 的 種別 


〈 画 マー タ の ある コー ス ) 

岩 吉 店 と 大 害 様 と の 間切 持 配 旅 特製 約 と 在り 更 す 。 

吾 コ ヨー ネ に 記載 の な い 事 柄 に つき 齋 し て は 、 販売 吉 の 旅 反 業 約 鞍 ( 革 配 旅 持 製 和 細 部 ) に より ます 。 

〈 嗣 マー タク また は 園 マ ー タ の ある コー ス 〉 

この 旅 持 は 観 先 プラー ま た は 乗り 属 デ ラー と なり 間 但 時 甘 画 旅 掛 生 た は 手配 旅行 で は あり ませ ん え 。 

埋 コ ー ネ の 運営 食 社 が 室 中 る 取引 系 神 で の 製 約 ど な りす 。 . 


び ゆ う 旅行 商品 の 
予約 専用 ダイ ゼル 


※ 一 般 固定 電 語 か ら は 、 市 内 涯 金 で ご 利用 いた だ け ま す : 一朗 エリア か 6 は か か り ませ ん 。 

携帯 :PHS・IP 電 語 ・ ひ か り 電話 公衆 電話 か ら は = 03(3843) 2001 

(株 ) びゅ う ト ラベ ル サ ー ビ ス びゅう 予 的 セン ター 東京 者 台東 区 上 野 7<1-1 和合 旅 特 業 務 取 扱 管理 者 清水 も づる 
クレ ジッ トカ ー ド また は コン ピ ニ エ ンス スト ア で 旅行 代金 を お 支払 い (1BM い の が で - ポ ン 近 取 り は 、 
ご 予約 いた だ いた ご 本 人 名 病 の タレ ジッ トカ ー ド で ご 決済 


連取 り ( 間 科 舌 料 ) 
津 笛 信 な どの 理由 で 決 清 が で 者 な い 場 合 、 通 信 敵 約 を 解 落 し 、 臣 誠 [ys593 間 時 9 MM オー| 


沖 ご 手 約 の お 客 さま の ご 自 宙 へ 一 捕 の 
コキ デア トニ マロ プ ニー ニー マコ エー と と 有 お 届け と な を り ま す 。 半周 尾 直 憲 g 販 別 


。 箇 更 * 取 消 の 
払い 間 ま で お いび 2 TH の で ご Ha00 OM 


2 の 場合 は . ご 予 釣 の 後 「Fm う 3 プラザ] に て 旅行 代 使 の ご 精算 ウー ポン の 有 お 受け 取り を いた だ く こ と も 可能 で す 。 こ の 場合 、 ご 東 店 いた が 店 舗 
務め ご 指定 いた だ きこ 予約 か 54 日 内 で 出 の 8 まで) に お 手 村 8 い いた だ 8 ます 。 ま た 、 Fw プラ ザ で も クレ ジッ トカ ー ド で の お い が で きま ず 。 























旅行 業 公 正 取 引 | と の 旅行 敵 約 に 間 し て ご 系 明 な 点 が あり 上 した 5、 ご 肖 碑 が く 営 所 の 告 (国内) 誕生 胡 管理 者 に お た ず ね くだ きい 。 
協 譲 供 座 員 | 旅行 に 作 生 和 を 行う 営業 記 名 、 所 人 地 及び 搬 季 取 提 者 の 氏名 は 、 別 に お 注 し する 誠人 生 件 育 に て こ 飯 くだ ば い 。 





払戻 * 塵 更 潮 員 





取消 料 は 利 ヨー ス に より 思 な り ま す の で 香 コ ー ス 掲載 ひ ウマー タ お および 記載 内 容 を ご 確認 くだ さい 。 


取消 料 基 汰 は 取消 百 は 音 コ ー ス 記載 内 鶴 を 
上 段 を 基 昭 くだ きい 。 ご 確認 くだ さい 。 


取消 判 は か か り ま せん 。 た だ し 導 約 を され で いる ブラ ー は 事前 に 取 滑 の 駒 が 必要 と な り ま す 。 
熊 当 結 の 場 育 は 取消 料 が 有 請求 きれ る 場 冶 が あり ます 。 た だ し 払出 ・ 空 更 汗 義 判 は 紗 生 いた し ます 。 





お 客 欄 の ご 都 斉 に より 、 半 吉 計 誕 旧 を れ 電子 消 生 9 介 当 牡 の 払 屋 ・ 記 更 洗 数 料 と し て 容 の 童 輔 奉 申 し 屋 け ます 。 
払戻 ・ 刻 更 | マー タダ 11 手配 に つき 110 幅 
1 手配 に つき 220 円 





(1) 東日本 旅 鶴 道 株 中 褒 守 株 下 会 社 び ゅ う ト ラベ バル サー ビス 北海 首座 鉄道 株 式 間 福 及び 放 旅行 
」 業者 は 、 旅 循 申 込 の 隙 に 提出 きれ た 申込 書 に 記 電 き れ た 個人 情 報 に つい て 、 お お 客 き ま と の 間 の 運 較 の た 

め ぬ に 利用 きせ で いた だ く ほ か 、 有 密 き ま が 申 午 い た だ いた 旅行 に お いて 通 選 ・ 情 泊 材 間 等 の 提 條 する サ 
ー ビ ュ の 単 本 及び それ ら の サー ビス の 星 額 の た ぬ の 浩 続 に 必置 な 鯉 囲 内 で 利用 きせ で いた だ きま す 。 こ の 
屈 和音 社民 び 旦 託 旅行 区 者 で は 、 [1】 商 福重 び 提 拉 す 証 将 将 の 商品 叶 サ ービス 、 キ ャ ンー ペー ンジ の 選 宣 内 
【] 旅行 参加 挫 の ご 意見 や ご 感想 の 提供 の 者 願い 【3] 間 年 ア デニ ケー ト の お 願い [4] 特典 サー ビ ユ の 揚 
仙 等 に 有 宮 き ま の 個人 情報 を 利用 きせ て いた だ く こ と が あり ます 。 

(3) 昔 社 は 、 得 社 が 保有 する お 客 き ま の 個人 デー さ の うお 、 氏 者 、 住 所 、 電 話 番 基 双 は メー ル ア ド レス な どの お 
宮 き まま へ の ご 運 楠 に あたり 必 村 と な る 最小 隠 本 範 囲 の も の に つい て 、 秋 杜 ダ ルー プ 府 敬 と の 間 で 。、 弄 則 し 
て 利用 きせ で いた だ きき ます 。 衝 桂 ダル ー プ 共 業 は 、 そ れれ の 企業 の 営 音 案内 、 仙 し 物 内 容 等 の ご 案内 、 ご 
購入 いた だ いた 商品 の 発送 の な 和 め に ご れ 電 穫 用 きき せ て いただく こと が あり ます 。 


列車 も 宿 征 、 自 軸 に 還 点 
ミッ クレ ー ル バッ ク | | 検 規 W 


※※ こ 搬 生 者 人 が カー ド 決 消 し た 昌信 の CU ます 。 


大 人 の 休日 
※ ポ 一 剖 取 宜 い の で き な い 店 舗 が ご きい ます 。 
人骨 ※※ オ プシ ョ ナル 及び 部 商品 を 除き ます 。 
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音 お )] 10:0 ロ 一 17:30 日 ・ 年 束 年 始 
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旅行 企画 実施 
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び %5 誤 び ゅ う ト ラベ ル サ ー ビ ス 


講 旬 庁 遇 共 雅 個 上 N 朋 放 且 11 昌 時 束 衣 量 田 引 郊 前 結語 1 一 般 相 随 馬上 四 事 諾 草 直 臣 間 商 中 


J マ 東日本 旅客 次 道 株 式 芸 社 


車 京 聞 申 十 算 召 記 衝 芋 呈 274 吊 車 京都 寺 博 攻 避 き 束 gd 一 上 杜 団 馬上 目 率 旅 特 明 需 箇 央 商 員 









自分 で ' 
カス タマ イズ \N ネッ ト で 予約 ! 簡単 ・ 便 利 / 


7 (の JR 東日本 ダイ ミッ レール パッ ク cg 


列車 と ホテ ル を 自由 に 組み 合わ せ て 、 一 括 で 予約 で きる 
[JR 東日本 ダイ ナミ ッ ク レ ー ル パッ ク | で 立山 黒部 アル ペン ルー ト を め ぐる 旅 へ 出かけ よう う 1 


Fr m mm mm mm mm mm 本 mm エニ ニニ モー ニー ニー ニー ュー テー ュー ニー ニーーー ニ ーー ユー ニーー ニ ーー ニニ ーー ニー テニ ーー 王宮 軒 加 軒 吉本 mm mm mmm 計 二 ミミ 


ae 馬 Y 』 Y 画 便 Y 思 写 の @ 













revon 


補い て いる クー ポン 上 を 最短 、 「 
列車 と 宿 を 確認 し て 人 列車 の 座席 位置 も 。 駅 の 指定 席 券売 機 で 人 出発 の 前 日 23:40 / 
一 度 に 予約 で きる ! 指定 で きる | 。 /、、 受け 取れ る | ノヽ まで 予約 可能 ! 


に 由 e ea フラ 
馬 ー Es ー デ 。 ュー be 










アル ペン ルー ト & 宇 奈月 温 温泉 


加護 天 5 1 ss 
宇奈月 温泉 で は トロ ッ コ 列車 を 楽し め ま す 。 Er yoko | 」 


古本 証 ニ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ = 

















P12 掲 載 一 | 立山 剤 生子 ル ニテ ャ ー ト 上 道 き っ 2 が 合 和 I 


と = ュー キー で = ミー 








Pi2 才 載 の | ee ンー ト 片 所 きっ mr 1 

















の 間 ホテ ル ぉ gw | ] | 時 。 負 道 宇奈月 ぉ gw: 「 請 月 湯 泉 ! KSDOROIERRYG " 
茎 に ルー 世 * ET 中 
回 立山 立山 上 部 アル ペン ルー ト in TE すす PP - 
証 TH 
富山 地方 ge pa ーー | で 和 約 25 分 、 補 率 月 温泉 駅 より 
黒部 ・ 宇 奈月 温泉 js 四 析 宇奈月 鱗 道 徒歩 ! 怠 北陸 新 幹 " ーー モー 間 
| 3 日 目 ] 桃源 中 温泉 +FFFTH 新 黒 部 …"… 1 計 E 定 。 定 生年 王寺 二 3 「 





ー ニョ モニ モモ = = ミ ニョ ミ = = ーーー ニー ニー ニー ーー ニーーー ニ ーー ーーーー ニ ーー ニーー ーー 





ここ ニニ ニュ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニニ ここ ニー ニュ = 





| 12 掲 載 の | 立山 黒部 デメ 


初日 弥 陀 ヶ 原 の 天 選 立 山荘 に 泊まっ て 、 ルウ ルー ト を 滑 侯 た Se 
2 日 目 は 富山 駅 前 の ホテ ル に 泊まっ て 翌日 ぶら り と 市 内 観光 を 楽し も う 。 ーー 


ニニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ テー ニニ ーー ニーーーーー ニ ーー コー 玉 王 本 回 画 加 還 

















こく て 下 旧 還 てく 証 て 見 庁 呈 な で 忠重 で う 
国民 宿 容 天 翌 立 山荘 

| 埋立 通 弥 陀 ヶ 契 パ バス 停 より 
中 1 状 


モデ ルコ ー ス 
P13 掲 載 の |[ 立 山科 郡 アル ミン ルー トド 月 


立山 果 部 
ele 


「 電 ホテ ルル ー ト イン . 
0 m 提 : 呈 山 上 前 旬  」 















曽 通 列車 待 前 2 車 
La ie 


お 密林 SI 
中 揚 . 天 望 立山 蘭 





= 二 証 東 見 壮 東 語 ' 「 ー 
| ホテ ルル ー トイ ジン 富山 駅 前 表 
] を 遂 宮山 駅 南 (正面 口 ) よ 





園 民宿 革 ” ぉ 宮 和 
天 望 立山 荘 下 





0 DD FT ee 東京 “ 





= デー デー デーーーー ニ ーー ニニ ピー ピピ 折 古 古 大 ーー ニーー ニ ーーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニニ ー ニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー= 








き モ デル ヨー ス の 6 * 内 は 





和み 00 な い 和 の JI は 各層 揚 と な りあ 
還 四 _ 叫 可 中 中 叶 叫 玩 村  _ 寺 王寺 玩 玩 玩 玩 可 電電 更 更 』 


一 










上 記 は お ず すめ の モデ ルコ ー ス で す 。 JH 東 目 本 ダイ ナミ ッ ク レー ル パ ッ ク の 旅 和 代 人 金 は 、 随 時 恋 動 いな し ます 。 則 一 の 内 容 で も ご 予約 の タイ ミン グ に より 旅行 代 信 が 異な る 場合 が あり ます 。 
一 内 交通 観光 モデ ルコ ー ネ に つい て は 運 体 * 体 通 と な る 場合 が ご ざい ます 。 詳 し く は 、 召 施設 ホー ムペ ー ジ 革 に て ご 確認 くだ きい 。 


江 真 ・ イラ スト は すべ て イメ ー ジ で す 。 














クン ン ン アン アア ンク ン ン シン ン ン ン ン ン ン アン ン の ン クン ン ンク クン フン ン フク ク ンク フク クン ググ ク の アン タタ クン ン ン の の の クウ ク ン クッ クン クン 


員 。 人 1 
届 生 埋 





二井 


NN 





だ た と え そ が 奄 万 才 が 歴 顔 言 の 、 
論 ハ な ば うだ に 事 えて みる 。 


妊 と 奏 らし を 
芝 し り カ タチ た 。 


り 昌 東日本 ブルー 


、 軒 平 日 旅 ーー 較 ワー ケー ショ ン り っ 2 ステ イケ ーション 
I “ 出かけ 全 曜 日 や 時 間 寺 WW 空 ーー 旅先 か ら テ チレ ワー み タ し て 、 ーー 近 場 の ホテ ル に 滞在 し て 
産 え て . 旅行 を 楽し む 。 | 休暇 も 楽し む 。 了 っ た り と 過ごす 。 


新しい 日 常 を 安心 し て 楽し め る 、 ス タイ ル を ご 提案 し ます 。 


